
JYAN研究会の紹介
・2007年 5月 災害情報学会、日本地震学会などに入会
・2009年 5月 15名でJYAN研究会発足(CQ誌で募集)

・2009年10月 日本地震学会（京都大学）で初めての発表
・2011年10月 日本地震学会（静岡）で電磁異常理論発表
・2012年 8月 東京ビッグサイトのハムフェアーに出展(～連続)
・2013年 7月7日 JYAN大分ネットで第２回総会で研修会を実施

地震予知
を目指す
HAM連合
の研究会

・2013年 7月7日 JYAN大分ネットで第２回総会で研修会を実施
・2013年10月2日 産経新聞夕刊「１面トップ」にJYAN研究会紹介
・2014年 3月14日 2時7分頃伊予灘で地震発生 全面記録できる
・2014年12月２５／２６日 日本地震予知学会(電通大)で2項発表
・2015年 5月25日～26日 JGUの学会大会（幕張）２項の発表

学会等の発表及び講演 日本地震学会４回、JGU３回&講演２１回
記事＝CQ5回新聞４回 観測網は全国で35局が(１４０波)を観測中！

会 長 JH6ARA 國 廣 秀 光
地震予知アマチュアネット(電磁Proの地震前兆ノイズ研究調査会)

会 員 ML等で 300名超 大分県 国 東 市
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Observation
西日本ネット

Observation
直接地下観測

大分県ネット１０局
西日本ネット１６局
同時観測ネット構築

研究会員には,３Observationで確率の高い地震予知情報を提供します。

ＪＹＡＮ研究会は、地震災害を未然に防ごうと、地震の根源
となる地殻変動をいち早く覚知し、地震予報の発表を目指し
て、大分県に観測ネットを構築し現在は九州から西日本地域
にまで地震予知観測ネットが拡大しました。観測局会員は無
線通信は元より電磁波や電波伝搬に詳しいベテランＨＡＭ揃い
で、地震被害を無くそうとボランティアで観測活動に貢献して
います。

Observation FM broadcast
ＦＭ放送電波の監視（ＶＨＦで異常覚知）

まずは、ＦＭ電磁波の異常伝搬を覚知し、おおまかな地震の

(目標)

Observation
ノイズサーチ

直接地下観測同時観測ネット構築

地震直前の雑音電磁波を探索

地中アンテナでの方向探知
ＶＬＷ電磁波で受信実験中

３要素（震源・規模・時期）等を観測します。

Observation Direct
地震に起因する雑音電磁波を探索（ＨＦで方向探知）

震度５以上が予想される場合、ＦＭ方向探知に加えて各地の
観測局がＨＦ等の指向性アンテナで方向探査を行います。

Observation Underground
直接地下観測（ＬＢで電位等観測）

地中ではＬＢ(LowBand)の電磁波伝搬が良いことから直接
受信を工夫し、上空と地下の２方面から地震電磁環境の変化
を観測して地震予報の確率を高めようとしています。
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JYAN研究会 電磁波観測網 (201５年４月)

アマチュア(HAM)だから [できた全国網！]
発足から７年、ライブネットの観
測網が増え、全データを見比べ、
経験則を積み増したら地震予報
の３要素が見えてきました。

福
島
局

沖
縄
局

発足当初、大分ネットは9局で県内をカバー！
全国ネットは沖縄～東北迄35局で観測中です。！

FM放送直接波１４０波をLiveで解析!
AM～３０Mhz ＆ FM全波＆アース観測等を総合判定！

各局は東西南北の４放送局を24H監視しています！

アマチュアHAM約３００名（ML)超の仲間が数百台の機器で社会貢献活動（防災/減災）に参加中です。
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全FM放送帯の記録を継続中
FM放送帯
全域の観測と
記録が可能な
装置です。
(3G迄)
各放送波の電
界強度をモニ
ターし、変化しターし、変化し
た局（電磁波）
が一目瞭然！

６年間継続中
ですが、PCで
遠隔操作も可
能です。

（改造していま
す。）

通常の受信機に工夫を凝らすと電磁パルスの変動が受信できます。
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表面側

裏
と

内
部

ＡＮＴと電源、LANケーブルを繋ぐと

[ラジオロガーV3]試作２号機

地震電磁観測に開発RLｖ３

ＡＮＴと電源、LANケーブルを繋ぐと
全国ネットのサーバーに接続し、４ｃ
Hの観測を開始します。（事前設定
済)
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下は（アース抵抗）

スペアナ装置
オシロスコープ
三種の神器等の

必要計器は殆どある。

電磁波観測装置と無線機群！
直輸入の高級スペアナやSDR等プロ級

必要計器は殆どある。

プロ級の研究室だ。

上は、無線の送受信機群
オールバンド全モードで
ハンディ機を含めると約30台
観測系は専用受信機8台
パソコン装置7台が稼働中！
（貸出し装置は２３台他多数）
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JYAN研究会HP地震予測観測網HP他

①左はJYAN研究会
(公開中です)
②地震予測観測網
(観測網会員のみ)
左下は

③HAMIC FS(未公開)

HAMIC FSDO NOT COPY



ハムなら、地震予測ができる！ハムなら、地震予測ができる！20092009年年４月＆５月号４月＆５月号
で、地震で、地震研究と研究と観測技術や理論等を展開しました！観測技術や理論等を展開しました！

HAMの「社会貢献」
月刊CQ誌に５回掲載！

電磁気観測による「地震予知」の根本電磁気観測による「地震予知」の根本
原理が次第に明確になってきました。原理が次第に明確になってきました。今月号今月号
は、地震を予測し、命の安全確保と予測観測は、地震を予測し、命の安全確保と予測観測
の活用を薦めています。の活用を薦めています。((５５PPでのでの解説解説))

なぜ？電磁波が揺らぐの？なぜ？電磁波が揺らぐの？ に筆者が観測データを示し、に筆者が観測データを示し、
根本的な理論を展開して詳しく解説しています。根本的な理論を展開して詳しく解説しています。

また、特集では「また、特集では「JYANJYAN研究会」の各局の活動が研究会」の各局の活動が

「「９９PP」」の圧巻で紹介されました！読み応えがあります。の圧巻で紹介されました！読み応えがあります。

「「どうして地震の前にノイズがでるのどうして地震の前にノイズがでるの？」？」

に実例を示して優しく解説しに実例を示して優しく解説していています。４ます。４PP
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• 産経新聞（10.2日）

• 夕刊「１面トップ」に

• 掲載されました。

JYAN研究会

• ２０１３年１０月２日

「Web版」msn

産経も見られます。DO NOT COPY



JYAN研究会が全国紙に！見開き半分
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家族揃って全国新聞に載りました。
１９９３年３月２７日（日本経済新聞）
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